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情報活用能力の育成に対 して、情報 を体系





























ンピュータ ・リテラシー)と 同義ではな く、書
誌や索引といった参考資料の利用法を身につけ




















1.情 報 社 会 に お け る学 び と図 書 館 の
教 育 的機 能
1.1.情報社会における学び
学習という行為は、情報 という側面からみる
































司書教諭は 「読書活動の充実 とあわせて学校 に
おける情報教育推進の一翼を担 うメディア専門
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2.我 が 国 の 学 校 図 書 館 に お け る利 用









































































































































て必要 とされる知識 ・技能 ・態度の育成を意図
するものではあるが、指導の究極的なねらいは、
あくまでも、生涯にわたる自己教育をささえる




児童 ・生徒が、情報 という概念を理解 し、必要
に応じ自己の学習及び日常生活に役立つ情報を











いことが強調 された。そ して、指導事項 ・内容
を統合整理 し、構造化をはかるとともに、図書
館 とその利用 についての基本的な理解を得た上








1992(平成4)年 には、『自学能力 を高 める
情報活用能力の育成と図書館の教育的機能
学校図書館の利用指導』の指導事項体系表を全
面的に見直し、新たな体系表 として 「資料 ・情
報を活用する学び方の指導」体系表が発表され
た。この体系表では、従来の 「利用指導」 とい
う用語を用いず、タイ トルを 「資料 ・情報を活
用する学び方の指導」とした。また、指導領域
を旧体系表 の6領 域 を整理統合 して4領 域 と



















3.情 報 活 用 能 力 と 学 校 図 書 館
3.1.情 報 リテラシー概念の誕生
情…報リテ ラシー とい う用語 は、1974年にアメ
リカにおいて図書館及 び情報学 に関す る国家委
員会(NationalCommissiononLibraryand
InformationScience:NCLS)への報告書 の中
で 、 情報 産 業 協 会(InformationIndustry
Association)の会 長P.Zurkowskiが始めて使 用
した とされてい る。 これ以 降、情報 リテ ラシー
とい う用語 は、図書館学、教育学、 マス コミュ










































文部省(当 時)に よる定義が用い られている。



























課題や 目的に応 じて情報手段を適切 に活
用することを含めて、必要な情報 を主体







































































































影響 もあ り、 「情報の受信者兼発信者」 とか、
「情報の整理、処理」などに見 られる通 り、発
信者としてよりも受け手としての能力観が窺え














































指標4.多様 な選択肢 の中か ら情報源 とな りう
るものを識別する。
指標5.情報の所在 を探 しあてるのに有効 な方
策を編み出し、利用する。
基準2:情 報 リテラシーを身 につけてい る児
童 ・生徒は、批判的かつ適切に情報を
評価することができる。




指標4.目の前 にある課題や疑問にふ さわ しい
情報を選ぶ。




































































































校図書館 メディア ・スペ シャリス トが強力な
「リーダーシップ」を発揮 しながら、教員お よ














学校図書館の施設 ・設備 ・サービスを使 う力を
持つ人を育てるという観点か ら、情報探索や情
報を活用 した問題解決を力強 く行う自立 した学
習者を育てるという観点に移行 していることで
ある。この基準では、厂図書館」あるいは 「メ
ディアセンター」 という言葉はなく、よ り広 く
「情報」 という言葉が用いられている。ここで
用いられている 「情報」は単なる図書館あるい
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